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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年9月7日(2017.9.7)

【公開番号】特開2016-38468(P2016-38468A)
【公開日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2016-017
【出願番号】特願2014-161635(P2014-161635)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/095    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/075    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ    7/095    　　　　
   Ｇ０３Ｆ    7/075    ５２１　
   Ｇ０３Ｆ    7/26     ５１１　
   Ｃ０８Ｇ   77/46     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月28日(2017.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光性樹脂層のパターニング方法であって、
　第１の樹脂を含有する第１の感光性樹脂層の上に、前記第１の樹脂とは異なる第２の樹
脂と溶媒とを含有する第２の感光性樹脂層を積層する積層工程と、
　前記第１の感光性樹脂層と前記第２の感光性樹脂層とを一括して露光及び現像すること
で前記第１の感光性樹脂層と前記第２の感光性樹脂層とをパターニングするパターニング
工程と、を有し、
　前記第２の樹脂は前記第１の樹脂よりも前記溶媒に対する溶解性が高く、
　前記第２の樹脂はエポキシ樹脂であることを特徴とする感光性樹脂層のパターニング方
法。
【請求項２】
　前記第２の感光性樹脂層は光酸発生剤を含有する請求項１に記載の感光性樹脂層のパタ
ーニング方法。
【請求項３】
　前記第２の感光性樹脂層が含有する光酸発生剤が、下記式（７）で表されるカチオン部
構造と、下記式（８）で表されるアニオン部構造を含む光酸発生剤である請求項２に記載
の感光性樹脂層のパターニング方法。
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【化１】

【化２】

　（式（７）中、Ｒ１からＲ３は、それぞれ置換基を有してもよい炭素数１～３０の有機
基を表す。但し、Ｒ１からＲ３の全構成原子中に、酸素原子を少なくとも２つ以上含有す
る。式（８）中、Ｒ４は、フッ素原子で置換してもよい炭素数１から３０の炭化水素基を
表す。Ｄは炭素原子、窒素原子、リン原子、ホウ素原子、アンチモン原子から選ばれ、Ｅ
は－Ｓ（＝Ｏ）２－、フッ化アルキレン基、－ＣＦ２－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｃ（＝Ｏ）－、
－ＣＦ２－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－ＣＦ２－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－、単結合から選ばれる。ｍと
ｎは、Ｄが炭素原子の場合ｍ＋ｎ＝３、かつｎ＝０～２の整数、Ｄが窒素原子の場合ｍ＋
ｎ＝２、かつｎ＝０、１の整数を表す。また、Ｄがリン原子またはアンチモン原子の場合
ｍ＋ｎ＝６、かつｎ＝０～６の整数、Ｄがホウ素原子の場合ｍ＋ｎ＝４、かつｎ＝０～３
の整数を表す。）
【請求項４】
　前記第１の感光性樹脂層は光酸発生剤を含有する請求項１乃至３のいずれか１項に記載
の感光性樹脂層のパターニング方法。
【請求項５】
　前記第１の樹脂は多官能の光カチオン重合性基を有する光重合性樹脂である請求項１乃
至４のいずれか１項に記載の感光性樹脂層のパターニング方法。
【請求項６】
　前記光重合性樹脂はエポキシ樹脂である請求項５に記載の感光性樹脂層のパターニング
方法。
【請求項７】
　前記第２の感光性樹脂層は、少なくともパーフルオロポリエーテル基を有する加水分解
性シラン化合物とエポキシ基を有する加水分解性シラン化合物とを、縮合させて得られる
縮合物を含有する請求項１乃至６のいずれか１項に記載の感光性樹脂層のパターニング方
法。
【請求項８】
　前記パーフルオロポリエーテル基を有する加水分解性シラン化合物は、下記式（１）、
（２）、（３）及び（４）で表される化合物の少なくとも一種である請求項７に記載の感
光性樹脂層のパターニング方法。
【化３】
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【化４】

【化５】

【化６】

　（式（１）、（２）、（３）及び（４）中、Ｒｐは下記式（５）で表されるパーフルオ
ロポリエーテル基、Ａは炭素数１から１２の結合基である。Ｘは加水分解性置換基、Ｙお
よびＲは非加水分解性置換基、Ｚは水素原子又はアルキル基、Ｑは２価又は３価の結合基
であり、Ｑが２価のときｎおよびｍ＝１、Ｑが３価のときｎおよびｍ＝２である。ａは１
から３の整数である。）

【化７】

　（式（５）中、ｏ、ｐ、ｑ及びｒはそれぞれ０又は１以上の整数であり、ｏ、ｐ、ｑ及
びｒの少なくとも一つは１以上の整数である。）
【請求項９】
　前記エポキシ基を有する加水分解性シラン化合物は、下記式（６）で表される化合物で
ある請求項７または８に記載の感光性樹脂層のパターニング方法。

【化８】

　（式（６）中、ＲＣはエポキシ基を有する非加水分解性置換基、Ｒは非加水分解性置換
基、Ｘは加水分解性置換基を示す。ｂは１から３の整数である。）
【請求項１０】
　前記第２の感光性樹脂層は、前記パーフルオロポリエーテル基を有する加水分解性シラ
ン化合物と、前記エポキシ基を有する加水分解性シラン化合物と、アルキル基またはアリ
ール基を有する加水分解性シラン化合物とを、縮合させて得られる縮合物を含有する請求
項７乃至９のいずれか１項に記載の感光性樹脂層のパターニング方法。
【請求項１１】
　前記第２の感光性樹脂層は、前記縮合物と前記溶媒とを含む溶液を前記第１の感光性樹
脂層上に塗布することにより形成され、前記溶液中の前記縮合物の含有割合は、０．１質
量％以上５０質量％以下である請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の感光性樹脂層の
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パターニング方法。
【請求項１２】
　前記溶媒は前記縮合物の縮合反応を行う際に用いた溶媒である請求項７乃至１１のいず
れか１項に記載の感光性樹脂層のパターニング方法。
【請求項１３】
　前記溶媒の溶解度パラメータは、前記第１の樹脂の溶解度パラメータよりも前記第２の
樹脂の溶解度パラメータに近い請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の感光性樹脂層の
パターニング方法。
【請求項１４】
　前記溶媒は、アルコール類、ケトン類、エステル類、エーテル類、またはグリコール類
を含む請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の感光性樹脂層のパターニング方法。
【請求項１５】
　前記溶媒はアルコール類を含む請求項１４に記載の感光性樹脂層のパターニング方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決する本発明は、感光性樹脂層のパターニング方法であって、第１の樹脂
を含有する第１の感光性樹脂層の上に、前記第１の樹脂とは異なる第２の樹脂と溶媒とを
含有する第２の感光性樹脂層を積層する積層工程と、前記第１の感光性樹脂層と前記第２
の感光性樹脂層とを一括して露光及び現像することで前記第１の感光性樹脂層と前記第２
の感光性樹脂層とをパターニングするパターニング工程と、を有し、前記第２の樹脂は前
記第１の樹脂よりも前記溶媒に対する溶解性が高く、前記第２の樹脂はエポキシ樹脂であ
ることを特徴とする感光性樹脂層のパターニング方法である。
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